
平成２７年１月度 定例自然観察会報告書 

 

六甲山自然案内人の会 

 

実施日：平成２７年１月１１日（日） 

天気：晴れ時々曇り 

担当：５班 

テーマ：伝説とロマンの里 白川を歩く 

参加人員：ビジター42 名 会員 40 名 子供 2 名 合計 84 名 

コース：しあわせの村～白川の里～石抱きガヤ～雄高座～雌高座～白川化石採集場～ 

しあわせの村 

配布資料：ルートマップ 植生一覧表 

タイム：   ９：３０ 挨拶 ルート説明 

       ９：４０ 出発 

１０：４０ 堂坊池 

１１：４５ 石抱きガヤ 

１２：０５ 大歳神社（昼食） 

１２：３５ 出発 

１３；３０ 雄高座 

１３：５０ 雌高座 

１４：５０ しあわせの村（解散） 

 

概要： 

 風は冷たいものの、冬陽の射す観察会日和のせいか、集合場所にはビジターさんや会員

が続々と集まり、総勢 84 名の大賑わいとなる。ビジターさんを３つの班に分け、１班は林

会員、２班は仁科会員、３班は福本会員が講師として付き、その後を会員グループがつい

てスタート。 

メタセコイアの並木、マテバシイ、スダジイなどを観察しながらしばらく歩いた所で、

鳥居会員が「しあわせの村」について説明する。 

しあわせの村を出ると、田園風景の白川の里に入る。 

この辺りは、神戸層群の露頭があちらこちらに見られ、伊川に添った所で舟木会員による

神戸層群の詳しい説明がある。その後、津村会員が「ムクロジ」の実にはサポニンが含ま

れていて、昔は石鹸として使われていたことを、実際に水の中で泡立てて見せながら説明

する。 

石抱きガヤや、ガマを観察しながら１２時頃に大歳神社に到着。ここで昼食。 

しばらく舗装された道を歩き、山道へと入って行く。幼稚園児の男の子も家族に助けても



らいながら頑張って歩き、イザナギ・イザナミの国造り伝説が残る雄高座・雌高座と呼ば

れる大きな岩の上に上がり、鳥居会員がその謂れを説明。 

 山を下り、またしばらく白川の里を歩き、化石の採集場の横を通って、３時前に予定通

りしあわせの村到着。 

 家にいるとゲームばかりするので・・・と、子供さんお二人を連れて来られたご家族に

も喜んでいただけた。 

 

 

神戸層群の説明神戸層群の説明神戸層群の説明神戸層群の説明    

             

 

 

石抱きガヤ石抱きガヤ石抱きガヤ石抱きガヤ    

 

 

報告者 友永                        



 




